
平成 30年 3月 16日 

 

ＪＡ中野市ナシ部会 

JA中野市資材課 

和梨南水用人工受粉用花粉（純花粉）の注文取りまとめについて 

 

標記の件につきまして、下記により取りまとめを行います。大変お手数ですが、期日までに注

文書を提出頂きますようお願いします。尚、別紙に使用方法を記載しています。ご注文・ご使用

の際のご参考にしてください。 

記 

1. 花粉規格   中国産輸入 梨用純花粉（雪
せっ

花梨
か り

） 

2. 対象品種   南水 

3. 量  目   1袋 10ｇ入り 

4. 使用方法   純花粉 2～3袋（20～30ｇ）＋染色石松子 120～150ｇ/10アール 

＊詳しくは別紙を確認ください。 

5. 配布方法   南水の開花期に合わせて配布（4月 10日頃） 

6. 予約価格  

 輸入梨用純花粉（10ｇ入り） 1袋 4,652円（税込） 

 染色石松子（80ｇ入り）   1袋 1,023円（税込） 

 共同開葯所に花粉混合器も用意してありますのでご利用ください。 

7. 代金決済   通常購買品決済 

8. 申し込み   下記注文書に記入のうえ各事業所総務経済係へ提出ください。 

＊当用では間に合わない場合がありますので、必ず予約してください。 

9. 締め切り   平成 30年 3月 30日（金） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キ リ ト リ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

各事業所 行き 

平成 30年 和梨南水用人工受粉用花粉（純花粉）注文書 

地区名        氏名                 ℡   －      

 

 輸入梨用 純花粉（10ｇ入り）      袋 

 

 染色石松子   （80ｇ入り）      袋 

   ＊締め切り日：平成 30年 3月 30日（金） 

輸入花粉の使用方法は別紙をご覧下さい 



～ 南水受粉用【純花粉】の取り扱いについて ～ 

価格   

 輸入梨用純花粉（10ｇ入り）  1 袋 4,652 円 

 染色石松子  （80ｇ入り）  1 袋 1,023 円 

     

1. 使用量の目安 

 2～3 袋/10ａ 

 花芽整理を行い、上向き・不要な花芽は落とし、限りある花粉を効率的に使用してください。 

 結実確保の為、花粉量はたっぷり使用してください。 

 梵天使用は少なめで、機械使用は多めとなります 

 梵天等で純花粉を使用するとすぐになくなってしまいますので、効率を考えて必ず「自家採

取した粗花粉に混ぜる」または、「石松子等の増量剤と混合」して使用してください 

 

2. 石松子との混合割合例 

 純花粉 1 に対して 4～5 倍で使用 

 具体的な使用方法 ↓ 

純花粉 2 袋（20ｇ）に対して石松子 1 袋（80ｇ） →  約 4 倍となります 

純花粉 3 袋（30ｇ）に対して石松子 2 袋（160ｇ） → 約 5 倍となります 

 

3. 純花粉の使用上の注意点（よくお読みください） 

 品質低下を防ぐため低温化（－20℃以下）・超乾燥状態で貯蔵しています。いわゆる眠って

いる状態ですので、常温・常湿に慣らして眠りから起こす時間が必要となります。 

 悪天候で予定日に使用できなくても発芽率は約 1 週間位低下しないので使用できます。 

 石松子と混ぜるのは使用直前に行ってください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 石松子との混ぜ方 

① 純花粉、石松子、フルイ、金属製のボール、硬いハケを用意する。 

② 石松子をフルイへいれる。（ボールをフルイに乗せて、石松子を入れる） 

③ 花粉をフルイへいれる。 

④ ハケで混ぜながら落とす。 

⑤ もう一つのボールを使い、充分混ざるまで 2～3 回繰り返し行う。 

 JA 共同開葯所に花粉混合器を用意しておきますのでご利用ください。 

～使用手順～ 

① JA 各事業所からビニールのチャック袋に入って届きます。  

② すぐに使用しない場合は、いったん冷凍庫へ保存してください。  

③ 使用する 5 日前に冷凍庫から出します。  

④ まず温度に慣らします。チャック袋のまま、温度変化の少ない涼しい場所（直射日光が当ら

ない場所）へ 1 日置きます。 

⑤ 次に湿度に慣らします。チャック袋から紙袋を取り出して、引き続き涼しい場所（直射日光

が当らない場所）へ 4 日ほど置きます  

⑥ 温度・湿度に充分慣れたところで準備完了です。概ね 7 日以内に使い切ってください。 


